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3フラメンコができるまで

　フラメンコは一体、いつ、どこで、
どんな風にして生まれたのでしょうか。
結論から言うと、実はその明確な答え
はありません。いつどこでどんな状況
で生まれたということを、人物や作品
のようにはっきりといえるものではな
いからです。
　もっともらしい話も語られてきまし
た。でもそれは神話みたいなもので、
それが事実だと証明するものはありま
せん。あくまでも想像でしかないので
す。そんな中でも、その謎を解き明か
そうと、答えに近づこうと様々な研究
がされてきました。どんな風に？　例
えば丹念に文献を当たります。古い新
聞などを丁寧に見ていくと、フラメン
コと関係すると思われる記事がいろい

ろ見つかりました。また歌詞やメロデ
ィを手掛かりにした分析などでも色々
わかってきました。

文献に残る記述
『ドン・キホーテ』で有名なセルバン
テスが1613年に発表した小説『ヒタ
ニージャ』では、踊りを得意とするヒ
ターナ娘が登場します。これは小説で
すから作り話だとしても、ヒターノた
ちと芸能を結びつける何かがあったの
かもしれません。1740～50年に書か
れたとされる『トリアーナのヒターノ
たち』 という手書きの書類にはトリア
ーナのヒターノの長老の孫娘がセビー
ジャの貴族の館によばれ踊るという記

述があり、また1789年の『モロッコ
書簡』という小説にもヒターノたちの
宴が描かれています。時代がぐっと下
りますが、1862年の『アンダルシアの
情景』では、トリアーナの宴について、
踊りについての考察や歌い手の名前な
ども含め詳しく書かれています。

いつ？
　フラメンコという言葉が、今私たち
がその名前で親しんでいるアートをさ
して使われた一番古い記録は、1853年
マドリードで開かれた夜会についての
ことです。セビージャでも1860年代
には同じように使われています。でも、
もちろんフラメンコという言葉でよば

Francisco de Paula Esribano Liñanトリアーナの宴1850（絵画）／ 1850年に描かれたトリアーナの宴の模様です。川向こうに
黄金の塔とヒラルダの塔が見えますね。この角度だと今のキューバ広場のあたりでしょうか。
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れるようになる前にも、その芽生えは
ありました。　
　フラメンコが生まれたのは1789年
のフランス革命以降のことで、そして
それが、今、私たちが知るような形を
持つようになったのは18世紀後半以
降の産業革命の頃、それまでの社会が
変わり、封建時代から資本主義への移
行の中で生まれたものと考えられてい
ます。この時期のスペインも、フラン
スとの戦争やたびかさなる内戦など、
激動の時代でした。
　フラメンコは悠久の歴史を持つ伝統
芸能ではなく、近代に始まったモダン
アートなのです。もちろん何もないと
ころに突然変異で生まれたわけではあ
りません。

どこで？
　これはアンダルシアで間違いありま
せん。前述のマドリードの夜会につい
ての記事でも、アンダルシア音楽と書
かれていますし、古い文献のフラメン
コを思わせる宴の記述はアンダルシア
でのものです。
　アンダルシアは、長い間、アラブ支
配下にあり、その文化的影響を強く受
けています。なので、フラメンコにも
その影響がありますが、それだけでは
ありません。カトリック教会での音楽
や、ユダヤ人たちの音楽、交易で栄え
た歴史から、アフリカや中南米の影響
も受けています。またヒターノたちの
存在なしにフラメンコはありません。
文化のるつぼのようなアンダルシア、
それもセビージャやカディスがその中
心だと考えられます。

どんな風に？
　つまりフラメンコは、様々な文化の
影響を受けたアンダルシアの地で、ヒ
ターノたちをはじめとする民衆の中か
ら、それまでにあった音楽や踊りをも
とに生まれたものだと考えられます。
　フラメンコが生まれる前、17世紀か
ら18世紀にかけて、スペインだけで
なく、ヨーロッパでも流行したのがフ
ァンダンゴです。ここでいうファンダ

ンゴは、フラメンコの歌のファンダン
ゴではなく、それよりもずっと古い踊
りの曲です。この曲がアンダルシアの
宴でもよく踊られていたようです。ま
た、セギディージャ（シギリージャで
はなく、セビジャーナスなど多くの民
族音楽舞踊の元となった）やボレロ（ラ
ヴェル作曲のあの曲ではなく、スペイ
ンの舞曲）も、ファンダンゴ同様、フ
ラメンコの曲種の素となった舞曲です。
また、近年の研究では、サイネーテと
いうコメディやサルスエラとの関連も
指摘されています。

はじまりは宴
　フラメンコでは歌が重要だ、と言わ
れます。実際、フラメンコをフラメン
コたらしめているのはカンテでしょう。
　カンテなしにはフラメンコはありま
せん。でもそのフラメンコも、最初は

宴から、踊りから始まったのです。ア
ンダルシアの庶民が苦しい生活や厳し
い現実をつかの間でも忘れるために、
歌い踊っていたのでしょう。　　
　こういった宴で、みんなで楽しむお
祭り騒ぎから、個人が、その芸がピッ
クアップされ、演じられるようになっ
てきたことが、また歌を尊重するよう
になってきたことが、フラメンコの成
立の始まりだと考えられます。資本主
義への移行の中で、芸能にお金を払う
人が出てきたことも、フラメンコの成
立と発展には欠かせない条件でしょう。

　宴から生まれたからでしょうか。今
も、宴は今もフラメンコにとってとて
も大切。皆で歌い踊る一体感のあるフ
ィエスタを体験したら、もうフラメン
コと離れることはできません。宴では
歌も踊りもギターも、みんな同じよう
に大切です。そして、その“場”の雰囲
気をこわさず、そこにいるということ
も一つのアルテだと思うのです。

19世紀に描かれたボレロの踊り手。スペイン舞踊は
19世紀、ロマンチックバレエのダンサーたちが踊り、ヨ
ーロッパ中で人気を博しました。ボレロやセギリージャ、
カチューチャなどの踊りの要素は今もスペイン舞踊の中
に息づいています。

トリアーナの宴1991
フラメンコ揺籃の地であるトリ
アーナ。かつてはヒターノたち
が多く住んでいましたが、今は
減っています。それでも時にフ
ィエスタが行われます。これは
ディエゴ・カラスコの息子が生
まれた時の街角でのフィエスタ。
踊っているのはレメディオス・
アマジャ。

88のしかぜ
スペインに慣れてきてパーマをかけたのですがほぼアフ
ロにされて泣いた頃。語彙数が一緒くらいの子供たち
と話すのが好きでした。

志風恭子／1987年よりスペイン在住。
セビージャ大学フラメンコ学博士課程前
期終了。パセオ通信員、通訳コーディ
ネーターとして活躍。パコ・デ・ルシア
をはじめ、多くのフラメンコ公演に携わる。

Antonio Cabral Bejarano
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